看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成22年1月11日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第37回）

時　間　　14:00～15:30                                      司会者: 谷藤　律子
場　所　　病院2F会議室                                     記録者: 小向　由紀
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＜グループ活動報告＞

東病棟：書初め大会終了。現在投票中。

　　　　隔離・拘束基準作成中。現在カルテ用の印鑑作成準備中。

西病棟：根子さん病欠延期→2/1復帰予定

　　　　1/16より育児休暇より復帰1名、入職者介護福祉士1名あり　

北病棟：接遇委員会での勉強会、1/18.19.26.27予定。…グループワークで1回受講。

南病棟：12/1入職者2名の業務判定…1/25まで（ローテ研修中のため、各部署での様子をお知らせ下さい。）

　　　　研修について…「拘束」についての研修の希望あり→3月初め頃で検討。

外　来：シエロンテスト実施する際、現在ある血圧計では測り難い（スタンド式の水銀血圧計）為、デジタル血圧計の稟議書提出中。

　　　　検査介助について…検査技師の佐藤技師より、担当者がほとんど下りてこない状況、また、下りている際も患者様の送迎は行っていない。病棟もスタッフの人数によっては対応できない事もある。以前は介助担当者が患者様の送迎も行っていた。→介助の内容の確認を盛田SGMとも行っていき、担当者の業務内容を明確にする。

通　所：2/27の医療福祉学会への抄録3題発表決定→勤務調整必要

＜検討事項＞

· 疎遠家族報告書について・・1/5COOより下記のような指摘あり。

生保担当者とのやりとりも看護が主となってやるべき。SW任せにすることのないように。

現状：SWとともに病棟の看護もやりとりを行っている。

今後：SWとの連携しながら病棟の管理者が中心にやりとりを行っていく。

· 郵便物取り扱いについて・・状態の悪い患者様がポストから郵便物を取り出そうとする事例があり、管理方法の見直しが必要ではないか。

現状：郵便ポストに見立てた箱をホールに置いている状態

→誰でも自由に投函できるが、取り出すことも出来る。取り出せないような工夫も必要ではないか（鍵がついている形）

　今後、どういった形の物があるか、情報収集し、形態を変えるのであれば、全病棟同一のかたちが望ましいのではないか。

· 看護基準の見直しについて

項目ごとに振り分けを実施。→別紙参照

今後の予定

2/15までに、　基準の見直しを実施し、各管理者に提出

2/22から、　印刷作業の開始、インデックス作り。各部署で担当を出す。

3月末、　配布終了

保存場所

看護課共有→看護グループ事業→H22修正マニュアル

· 今後細かいフォルダを作成します。

· 見直し日については、確認後連絡します。

